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（1）空海の旅 
四国遍路の始祖・空海は、19 歳の時に平

安京(京都)で学んでいた学問を捨てて、

山岳修行の旅に出た。 

奈良から吉野山へ、金峯山（大峰山：修

験道発祥の地)で修行した後、当時人跡未

踏であった高野山を発見して…平原の幽

地(奥深い静寂の地)有りと記している。 

それから四国に渡って、山野を祈り歩き

ながら「虚空蔵求聞持の法(こくぞうぐも

んじのほう)」を修行されていた。 

徳島の大滝嶽(たいりゅうがだけ)では虚

空蔵菩薩の大剣が飛んできて菩薩の霊験

があり、高知の室戸岬では、明星が口の

中に飛び込んできて、ホトケの光明を得

たと伝えている。 

阿国大滝嶽にのぼりよじ 

土州室戸崎に勤念す。 

谷響きを惜しまず、明星来影す。 

(空海著・三教指帰） 

https://www.kinpusen.or.jp/
http://oominesan-ryusenji.jp/oomine_hondou.html
http://www.koyasan.or.jp/


●第 24 番霊場・最御崎寺 

（室戸岬）--空の彼方へ-- 
 

現在の遍路道をたどると、第 21 番太

龍寺から室戸岬まで約 120 ㎞の道の

りがある。 

徳島県(発心)最後の霊場、厄除けで有

名な第 23 番薬王寺から、高知県(修

行)の霊場に入り、第 24 番最御崎寺

(ほつみさきじ／室戸岬)までは約 80

㎞、歩いて 2 日間の旅である。 

 室戸岬への道 

https://88shikokuhenro.jp/21tairyuji/
https://88shikokuhenro.jp/21tairyuji/
https://88shikokuhenro.jp/23yakuoji/
https://88shikokuhenro.jp/24hotsumisakiji/
https://88shikokuhenro.jp/24hotsumisakiji/


途中、別格霊場の「鯖大師」には不動

尊の大洞窟ができている。 

遍路は、延々と続く太平洋の海岸線を

歩いてゆく。左側には空と海があるだ

け―。 

岬に近づくと、白色の大きな空海の青

年像が見えてくる。 

室戸岬は、霊峰剣山の南側の尾根が長

く延びて太平洋に突き出た岬―その先

端に最御崎寺が建てられている。 

 青年・空海 

http://www.sabadaishihonbou.jp/temple/index.html
https://www.muroto-kankou.com/search_spot/nature/s_13/
https://www.muroto-kankou.com/search_spot/nature/s_13/


密林に包まれた南国ムード漂う境内、

本尊は空海が感得された「虚空蔵菩

薩」。本堂の横には「へんろセンタ

ー」があり、宿泊することが出来る。 

夕方は周辺を散策し、夜は星を観て、

朝晴れていれば太平洋から昇る太陽が

見える。 

岬の断崖には、1,200 年前、空海が修

行していたという洞窟が二つある。 

向かって右側が修行していたという

「神明窟」、左側が住居としていた

「御厨人窟 (みくろど)」と呼ばれて

いる。 

 最御崎寺本堂 

https://www.muroto-kankou.com/search_spot/yado_henro/y_13/
https://www.muroto-kankou.com/search_spot/yado_henro/y_13/


この洞窟で空海は、虚空蔵菩薩の真言

（のうぼうあきゃしゃきゃらばやおん

ありきゃまりぼりそわか）を唱え修行

されていた。 

洞窟は東方に向かって開かれており、

波の音が聞こえ、水平線から登って来

る太陽や月や星々を眺めることができ

る。 

普通「明星」とは「金星」－地球の隣

の惑星である。 

 御厨人窟
み く ろ ど

 



「金星」は地球の公転軌道との関係で

「明けの明星(東方)」として見えたり

「よいの明星(西方)」として見えたり

する。 

その天文学的な周期はさておき、空海

が見ていたのは、いつかの季節に見え

る「明けの明星」であったんだろう。 

一般に「金星」は、年中厚い雲に覆わ

れた灼熱地獄の惑星だと教えられてい

る。 

しかし、ＮＡＳＡ(アメリカ航空宇宙

局)が観測・作成している金星の全球

画像には、山や海があり、アフロディ

ーティ大陸、イシュタール大陸、ラク

シュミー高原、マックスウェル山 (標

高 11,000ｍ)などと名前も付けられて

いる。 

空の色が違うようだが、ほとんど地球

によく似た惑星のように見えてくる。 



金星人と会見したコンタクティーによ

ると、金星には… 

戦争がなく、病も、貧困も、 

貨幣制度も無く、科学技術が発達し、 

フリーエネルギーを活用した 

高度な文明で、人々は愛情豊かで 

共に平和な暮らしを送っているとい

う。 

隣の金星は、天人たちが住まう「極楽

浄土」のようだ。 

 

御厨人窟
み く ろ ど

から 

見える空と海 



空海は「金星」を仰ぎ見て、金星人た

ちの暮らしを遠隔透視していた⁉。 

そして、天空から飛来した「光る宇宙

船」と出会い、霊感を受けたのではな

いかとフト想っては見るが…、 

室戸岬で空海が体験した「明星来影」

の神秘は、宇宙の根源・大日如来と一

体化し、光明(さとり)の境地に達した

のだと言われている。 

空海の足跡は、近くの行当岬や大山岬

にもあり、室戸岬一帯は広大な「空と

海」を体感できる絶景スポットになっ

ている。 

行当岬・入口の看板 



 

 

 

室戸岬の日出 

室戸岬 



（2）最果の旅 
四国最南端、足摺岬―。 

四国の辺路をゆく最果ての地。 

昔の遍路たちは、 

太平洋沿いに砂浜を歩き、 

四万十川を船で渡り、 

岬の崖をつたい、 

道なき道をかきわけて、 

岬にある聖地を目指した。 

そこに行けば必ずや救われる 

苦しみを癒し 

祈りを叶えてくれる菩薩が住まう 

…極楽浄土の風が吹いている 

…最果ての地へと。 

 
 

足摺岬の日出 



●第 38 番霊場・金剛福寺 

（足摺岬）--海の彼方へ-- 

 

四万十町にある第 37 番霊場・岩本寺

から約 90 ㎞、四国の最南端に第 38

番霊場・金剛福寺がある。 

歩いて 2 泊 3 日、四国八十八ヶ所の中

では、札所から札所まで一番長い遍路

道となっている。 

太平洋に沿って進み、自然の砂浜が美

しい入野松原を過ぎて、清流四万十川

を渡る。 

 入野松原/黒潮町 

https://88shikokuhenro.jp/37iwamotoji/
https://88shikokuhenro.jp/37iwamotoji/
https://88shikokuhenro.jp/38kongofukuji/


新伊豆田トンネルを抜けると「真念

庵」がある。 

真念法師は江戸時代の行者であった。 

二十数回四国八十八ヶ所を巡礼され、

1680 年代に日本初の四国遍路のガイ

ドブック「四國徧禮道指南(しこくへ

んろみちしるべ)」や「四国遍礼功徳

記」を著されている。 

森に囲まれた真念庵の境内には、苔む

した八十八体の石仏が静かに並んでい

る。古びた庵は昔、行き交う遍路たち

の宿泊所にもなっていたらしい。 

 
真念庵・八十八の石仏 

http://www.shimizu-kankou.com/henromichi/other/o01.html
http://www.shimizu-kankou.com/henromichi/other/o01.html


真念庵から、足摺岬までは約 30 ㎞、

歩いておよそ 1 日の旅程である。 

野山に南国の香りが漂い、海辺には潮

の香りがする。 

岬の先端にある金剛福寺は「補陀洛

(ふだらく)東門」と呼ばれている。 

本尊は「三面千手観世音菩薩」。 

慈悲の眼で、 

太平洋の水平線を端から端まで見渡し

千の手で悩める人々を救われるのだと

いう。 

 金剛福寺本堂 

http://www.shimizu-kankou.com/henromichi/course.html
https://www.city.tosashimizu.kochi.jp/kanko/g01_ashizurimisaki.html


本尊を護るかのように多くの如来や菩

薩‣明王たちが本堂を取り囲んでいる。

補陀洛とは「ポータラカ」の漢字で

「観世音菩薩の聖地」を意味してい

る。 

言い伝えではこの足摺岬から 

「補陀洛渡海(ふだらくとかい)」 

といって、海の向こうにあるという

「観音浄土」をめざして、船出した

人々がいた。二度と帰ってこない覚悟

で、海の向こうへと旅立ったそうであ

る。 

  千手観世音菩薩 



その小舟のつくりは独特だったらしい 

ある人は太平洋に漂流したまま大海原

に消え、ある人はある島にたどり着い

た。そこは沖縄だったという言い伝え

もある。 

また、岬には自殺の名所があり、切り

立った断崖から海原へと、最期の決意

を持って身を捧げた人たちもいた。 

海の彼方の憧れの聖地とは…。 

約一万二千年以上も前、太平洋の真中 

に存在していたという「ムー大陸」を 

想い出させる。 

 足摺岬灯台 



「ムー大陸」の存在は、19 世紀、失

われた大陸を調査・探求していたイギ

リスの探検家、Ｊ・チャーチワードの

著書に詳しい。 

また、日本の古伝「竹内文書」にも、

大昔太平洋上にあった「ミヨイ国、タ

ミアラ国」という記事がある。 

「ムー大陸」は此の世の楽園であっ

た。人々は天地の創造主を尊び、自他

の区別なく働き自由で幸福な生活を謳

歌していた。 

 天狗の鼻・〇〇の名所 



宇宙科学が発達し、野山を宇宙船が飛

び交い、豊かな食糧を人々は分かち合

って平和に暮らしていた。 

街は自然と調和した様々な芸術美であ

ふれ、一大テーマパークのようであっ

た。 

しかし、いつの日か人々の間に利己主

義や傲慢さがはびこり、利権を貪り争

うようになり、次第に国は腐敗してい

った。 

 
「失われたムー大陸」J・チャーチワード著 小泉源太郎訳(大陸書房)より 



ついに、大自然が介入して、地震と津

波によって、大陸は太平洋の奥底に沈

んでいったのである。 

このことを予見していた「ナーカル」

と呼ばれる兄弟団たちは、ムーの聖典

「聖なる霊感の書」を携え、大陸が沈

没する前にアジアの各地へと旅立って

いった。 

チャーチワードは、その書の石板をイ

ンドとチベットの僧院で発見し、解読

したと記している。インドの古代ヴェ

ーダ聖典はその流れをくむものと言わ

れ、仏陀もそれを学ばれていた。 

「卍」の原型はムー大陸から伝わり、

四つの原動力を現している。密教の胎

蔵マンダラにも見て取れる（四如来・

四菩薩）。密教はインド（天竺）から

チベットを経て中国に伝わり、9 世

紀、空海によって日本に伝えられた。 



空海は祖国の古神道を尊崇しつつ密教

の実践によって、地上の楽園― 

密厳浄土―を創ろうとされていた。 

「高野山」がその仏都であり、その方

法の一つが「四国遍路」である。 

足摺岬の断崖に立ち、海の向こうを見

ていると「母なる国・ムー」の風が吹

いて来る。 

ポータラカ…海の向こうに 

菩薩たちが住む美しい楽園がある―。 

追憶の中、それはいつしか遍路風にと

け入り旅人の祈りとなるのであった。 

 
足摺岬の空と海 

https://www.shukubo.net/contents/about_koyasan/
https://88shikokuhenro.jp/


（足摺岬は温泉郷にもなっています。足湯を

しながら海を見れる場所もあります。岬の自

然遊歩道は格別で、展望台から日の出を見た

り、七不思議を巡ったり、2 月には椿のトン

ネルを通ることができます。岬の高台には 

‘唐人駄馬遺跡’という縄文時代の巨石群が

あり、パワースポットになっています。） 

 唐人駄馬巨石群 

足摺岬の街 

https://www.shimizu-kankou.com/
https://www.city.tosashimizu.kochi.jp/kanko/genre_stay.html
https://www.shimizu-kankou.com/spot/manjiroashiyu/
https://www.shimizu-kankou.com/spot/ashizurimisaki/
https://www.shimizu-kankou.com/spot/ashizurimisaki/
https://www.city.tosashimizu.kochi.jp/kanko/g01_7fushiji.html
https://www.shimizu-kankou.com/spot/tsubaki/
https://www.shimizu-kankou.com/spot/toujindaba/


 


